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桜島における防災訓練（机上）

• 主催者は鹿児島県危機管理局

• 平成26年度～令和元年度

• ロール・プレイイング方式による状況付与への対応訓練

• 令和2年度

• 噴火警戒レベル4，5発表時における警戒区域に対応した防災対応
の点検

• （新型コロナウィルス感染拡大による規模縮小）

5



（1）プレイヤー

• 訓練参加者をプレイヤーと呼びます。 本訓練におけるプレイヤーは
桜島爆発災害対策連絡会議（現在は桜島火山防災協議会）の構成
機関の人員

• プレイヤーの役割

• コントローラーから付与される情報（以下， 状況付与）をもとに，以
下のような災害対応・検討を行う．

• 情報の整理， 伝達

• 今後の災害対応計画を構築

• 状況付与における問題及び対応を検討

• 災害対応に必要な他の関係機関との調整

• 今後懸念される問題を検討

• 桜島爆発災害対策連絡会議（桜島火山防災連絡会）で対応方針を協議
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状況付与の段階

•異常現象の検知から噴火警戒レベル４の発表まで

•噴火警戒レベル４からレベル５発表まで

•噴火警戒レベル５（噴火前）発表から噴火発生

•噴火直後の対応

•桜島の噴火が激化し，地震等複合災害対応を迫ら
れる状況（前段）桜島の噴火の激化がピークを過
ぎ応急復旧を求められる状況（後段）

発災
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（2）コントローラー

• 状況付与を行う者をコントローラーと呼ぶ．訓練では県危機管理防
災課職員がコントローラーを担う．

• 訓練では，プレイヤー以外の機関の役割をコントローラーが担う．

• プレイヤーから発信されるべき情報は，状況付与に出てこない．

• 気象台の情報はコントローラーから付与される．

• プレイヤーは， 必要に応じて相互に情報のやり取り， 対応の協議
等を行う．

（3）状況付与

• 状況付与は，コントローラーから紙媒体で配布

• 状況付与は， 1 ～2回／時間程度
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火山専門家はプレーヤーであり，コントロー
ラーである．

プレーヤーとして

• 桜島火山防災連絡会において火山活動の説明，防災対応の助言

• 避難等の意思決定において助言を求められる．

• 報道等への対応

コントローラーとして

• 噴火シナリオの作成

• 状況付与シナリオの現実化，適正化

13













事業性継続のための訓練
－地元テレビ局の大規模噴火を想定した報道継
続訓練

スタジオを緊急に移動して放送を続ける訓練
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